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〔目的〕広背筋下部線維は，体幹の安定や運動に関与する．広背筋は呼吸への関わりも報告され，
胸郭拡張を維持することから，吸気作用を持つとされる．一方で，広背筋は呼気時にも活動が確
認されているが，体幹や骨盤に対し具体的にどのような作用をもたらしているか明確にされた
ものはない．本研究では，努力呼気における広背筋下部線維の作用に着目した．努力呼気は，体
幹の外乱刺激となるため姿勢保持能力が求められる．先行研究において，健常成人には姿勢の左
右非対称性が存在し，その左右非対称性が大きいほど努力呼気機能は低いと報告されている．一
方，広背筋下部線維は本来，骨盤側方挙上作用を持つ．そのため，広背筋下部線維の筋量に左右
非対称性があれば，姿勢の左右非対称性を引き起こし，結果的に努力呼気機能を低下させる可能
性がある．以上より本研究では，広背筋下部線維筋厚の左右非対称性の有無と，骨盤側方挙上角
度，呼吸機能との関連性を検討した．〔対象と方法〕若年健常成人男性 20名を対象とし，安静呼
気位と努力呼気による最大呼気位での左右広背筋下部線維筋厚，骨盤側方挙上角度を測定，また，
呼吸機能検査を実施した．広背筋下部線維筋厚および変化率の左右比較，骨盤側方挙上角度の安
静呼気位と最大呼気位での比較を行い，さらに筋厚の左右比率と骨盤側方挙上角度，呼吸機能指
標との関係を検討した．〔結果〕安静呼気位において広背筋下部線維筋厚は右側が厚く，筋厚左
右比率と%最大吸気量の間に負の相関を認めた．最大呼気位には左側広背筋下部線維筋厚が増大
した．また，安静呼気位に比べ，最大呼気位で骨盤右挙上位が減少した．最大呼気位での筋厚左
右比率と骨盤側方挙上角度，%最大呼気口腔内圧の間に負の相関を認めた．〔結論〕安静呼気位に
は右側に対し相対的に薄かった左側の広背筋下部線維の筋厚が，最大呼気位には増大して，骨盤
の右挙上位の減少に関与した可能性がある．最大呼気位で広背筋下部線維筋厚の左右非対称性
はほぼ消失し，これは端座位における骨盤の前額面上での水平化を反映する知見であり，体幹が
備える直立保持能力の 1つと考えられる．一方，筋厚の左右非対称性が大きい対象者ほど，姿勢
の左右非対称性および呼吸機能の低下が生じる可能性が示唆された．安静呼気位の広背筋下部
線維筋厚の左右非対称性は，吸気における胸郭拡張制限をもたらした可能性があり，%最大吸気
量と負の相関を認めたと推察する．また，最大呼気位において右側の筋厚が相対的に厚いと，骨
盤の右挙上位および姿勢や呼気に関わる筋群の筋量の左右非対称性を引き起こし，結果的に努
力呼出機能を低下させる可能性がある．そのため，最大呼気位での広背筋下部線維筋厚の右側＞
左側という左右非対称性が大きいほど%最大呼気口腔内圧が低値という相関を示したと考える． 
